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１．はじめに
学びとは、「自分を成長させてくれるもの」「人の成

長を手助けする原点。例えるなら、沢山の葉が付いて

いる木の根の部分です。根＝学び、葉＝コミュニケー

ション力や価値観など人にとって必要なことであり、

根があるからこそ成長し伸ばすことができる」「自分

と周りを成長させるものであり、今の私自身を作り上

げたもの」「現在からみての過去を見直し、未来に役立

てること」「ただ与えられた問題・課題をこなすだけで

は見つけることのできないその人だけの“価値あるも

の”、その“価値あるもの”を自分自身で再確認すること

が“学びを考える”ということ」「生きていれば必ず新た

に分かったことや発見したこと、気づいたことという

のがある。その『気づき』が繋がり、大きな『学び』

として自己成長することができる」である。

これは、高知大学で開設している授業群「課題探求

実践セミナー」の一つである「学びを考える」の最終

レポートで記述された受講生それぞれによる学びの定

義である（注１）。「課題探求実践セミナー」は能動的・

主体的・探求的な学びへの転換を支援する授業であり、

初年次科目のなかでも学生の自律的な学習に重点がお

かれ、グループワークを学習方法の基本に据えて、学

生自身が自己分析や振り返りを行うことで学びや成長

への見通しを持っていくところに特徴がある。その中

で、「学びを考える」は多くの参加型プログラムを体験

し振り返ることの繰り返しを集中的な期間で実施する

ところに特徴がある。

本稿では、体験的な学びを複数教員（注２）によっ

て実施する「課題探求実践セミナー（学びを考える）」

（2013年度開講分）について、その内容、構成、学生の

コメント等をふまえながら議論する。

２．プログラムの開発と実施
2-1．授業概要・体制

授業の目的・到達目標は課題探求実践セミナーで一

律に定められているが、「学びを考える」では、さらに

「答えがわからないような問題に対しても、自ら取り

組む姿勢をもつことができる」「自分が所属するグルー

プ内およびグループ外において、積極的にコミュニ

ケーションを図ることができる」「『学び』とは何か・

どのようなことかを自身の言葉で表現できる」を目標

として掲げている（注３）。

学生定員は30名で、９月下旬から10月上旬に集中講

義科目として実施されており、開講時期については上

級生が取りやすい日程となっている（注４）。授業は、

これまで高大連携プログラムをはじめ、多くの体験学

習教材を開発してきている３名の教員によるチーム

ティーチングで実施されている。
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2-2．プログラム

全５日間のプログラムは以下のような構成である

（注５）。ただし、参加者の様子やプログラムの開発状

況によって年度ごとに異なる。

集中講義形式であることから、90分単位ではなく午

前と午後の大きな流れの中でプログラムを配置するこ

とが可能となっている。その実施のしやすさもあり、

新規に開発されたプログラムを実施する場としても機

能している。

各プログラムもしくは数個のプログラムごとに振り

返りの機会が設けられており、日ごとにまとまった形

としての「振り返りシート」（Ａ４用紙 ２－４枚）を

作成・提出していくことで、体験からの気づきを次に

活かしていく流れとなっている（図表２ 体験学習の

サイクル）。

プログラムすべてが、学生参加型で主体的に取り組

めるように設計されており、ゲーム感覚で参加できる

もの、身体を使うもの、日常につながっているもの、

これまでの自分をふりかえるもの、かなり難解なもの

等、さまざまな種類・パターンのエクササイズで構成

されている。
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図表１ 「学びを考える」2013年度プログラム



2-3．進み方

課題探求実践セミナーはコンテンツを学ぶことが中

心ではない科目であることから、「学びを考える」にお

いてもレクチャーは一部で、ほとんどが多様な学びエ

クササイズを体験できる時間となっている。学びその

ものについて自分自身で、そして仲間と一緒に探求し

ていく。学生それぞれが、いわゆる「学びの転換」に

ついて認識し自覚できるように、プログラムを使いな

がら、振り返りという形で教員が問いを投げかけてい

くのである。

基本的に各日の最初にはアイスブレイクのタイミン

グが設けられており、一緒に学ぶメンバーについて全

く知らない、緊張しっぱなしというような状態になら

ないように配慮されている。

グループは、毎日あるいはエクササイズごとに、多

様なメンバーとなるような方法でランダムに編成され

る。ここでいう多様とは、学年・学部・性別・出身地

などであり、エクササイズの種類にもよるが、４－６

名で構成されることが多い。

メインの教員（ファシリテーター）が、説明・指示

などの回しを担当し、あとの教員はサポートや観察に

まわる。メイン教員がカバーしきれないところを補う

形でお互いフィードバックしあいながら進められる。

2-4．課題・振り返りシートの例

課題（エクササイズ）および振り返りシートには、

例えば以下のようなものが用いられている。
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図表３ 課題シートの例１

図表２ 体験学習のサイクル
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図表６ 振り返りシートの例（裏）図表４ 課題シートの例２

図表５ 振り返りシートの例（表）



2-5．学生からの反応

2013年度における授業改善アンケートの結果は以下

のとおりであった。
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学生からのコメントは以下のとおりであった。

2-6．分析・考察

シラバスに示された到達目標の達成について、平均

して82％の学生が達成できたと自己評価していること

が確認された。特に「答えがわからないような問題に

対しても、自ら取り組む姿勢をもつことができる」の

質問では88％が達成できたと答えており、課題探求実

践セミナーとして十分に「学びの転換」のきっかけを

提供できたといえる。

設問５（授業改善）を除いて、全学生が「はい」も

しくは「どちらかといえばはい」を選択している

（100％）。これは、われわれ教員の熱意が伝わったこ

と、学生自身が学びを実感したこと、知的好奇心が高

まったこと等を示している。なかでも設問６「この授

業は、総合的に考えて、満足がいくものだと思います

か？」では、全体の76％の学生が「はい」と答えてい

る。

多くの受講生がポジティブなコメントを残してい

る。項目別にみていくと、設問１（学問的関心・知的

好奇心）では「関心や知的好奇心が高められた」「すご

く意欲をもてた」「普段は意識しない学びを体験でき

た」など、体験をベースに学びを深めていく授業のス

タイルが学生に受け入れられていることが確認され

る。設問２（受講生のニーズ）では「全員の様子をしっ

かり観察していた」「グループで活動をする時にまわ

りながらアドバイスをくれたり、わかりやすく説明し

てくれた」など、各エクササイズにおける教員のファ

シリテーションが評価された。設問３（分かりやすさ）

では「ゲームなどを使って、すごく分かりやすかった」

「丁寧に説明していた」など、課題について学生が迷わ

ないような心がけが伝わっていたといえる。設問４

（意欲的・自主的な学び）では「活動の多くが自分から

行動する必要があった」「他の授業にはない工夫がさ

れていた」「グループメンバーと話をして考える時間

が多かった」など、学生主体の授業形態に肯定的な意

見を得た。設問５（授業改善）では「毎回の授業でレ

ポート課題として学生の考えを聞いていた」「アンケー

ト等がなかった」などがあり、集中講義ということも

あって中間アンケート等を実施していないことに対し

て「どちらともいえない」回答が見られた。設問６（総

合的満足度）では、「とても満足がいくもので教員の熱

意が伝わってきた」「他の人と話し合う重要性など、他

の講義では分からないことが分かった」「今まで考え

ていなかったものを得ることができたし、新しい視点

を学ぶこともできた」など、講義への満足感を文章で

表現している。

ただ、本授業は１年次以外も受け入れている課題探

求実践セミナーでありながら、６名が開始時もしくは

２回目からの出席がなかったことが残念であり検討の

必要がある。

今後の課題としては、

（１）履修者が全員参加できるように、呼びかけ・掲

示などを工夫する、

（２）２年生以上の離脱者の問題が顕著であり、彼ら

を惹きつける方策について検討する、

（３）毎授業の「振り返りシート」については、本年

度と同等以上の記入量となるように指示する

ことが挙げられる。（３）については、教員からの十分

な指示やフィードバックがない場合に振り返りの質が

落ちることが確認されていることから、初日から丁寧

に説明する必要がありそうである。

３．おわりに
本稿では、課題探求実践セミナーのなかでも特に体

験型プログラムを充実させた構成となっている「学び
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を考える」を取り上げ、学びに対する認識・自覚の変

容をもたらすプログラムについて、どのような意図で、

どのように実施されているのかを、背景にある学びの

サイクルや実際に使用されているシート例などに触れ

ながら議論した。

学習・授業のなかで可能な限り他者との多様な関係

を創出する工夫がされており（他者との関係性）、学生

が自分で決めて自分の責任で進めて行くような自己決

定の機会を増やす（自己決定）要素が組み込まれてい

る課題探求実践セミナーの特徴を踏まえた本実践は、

主体的・対話的で深い学びの実現の一例といえるだろ

う。そういった授業と他授業の橋渡しをどうするか、

大学組織としてどのように全体として取り組んでいく

かがこれからの課題である。

注

１．講義では「学びとは○○である」といったレク

チャーはなく、これまでの体験・人生を振り返っ

て得た受講生なりの答えである。他には以下のよ

うな記述があった。「主体的に自分を知り、自分

を知ってから相手との適度なコミュニケーション

をとることができる方法」「生きることに繋げる

こと」「自身の体の五感に対しての全ての事柄」「生

涯にわたって得られるもの」「目には見えないけ

れど、生きていく中で大切なモノであり、日々積

み重なっていくもの」「課題を通して些細なこと

でも見つけたり、感じたり、考えたりすることそ

のもの」「生涯を通じて物事を考えて行動してい

くためのプロセス」「自分をより人間らしく成長

させてくれるきっかけ」「人間は知識と経験にも

とづいて考えることによって成長して生きてい

く。『学び』とは『生きる』ということ」「経験と

反省をすること」「相手とのコミュニケーション

をより良く、また、自分の生活をより良くするた

めに、考えたり得たりすること」「教えられるもの

ではなく自主的に気づくこと」「人とのつながり

に始まり、現在から将来にわたって『人とのつな

がり』にあること」「｛知る→考える→（伝える）

→行動する｝のサイクル」「人が生きていくために

必要な『良好な人間関係』を得ること」「それまで

の自分にないことを知ること」「失敗をして得る

もの」「これからの課題への解決方法（経験から得

たもの）」「自分自身から働きかけ、人生をよりよ

いものにすること」

２．2013年度時点での所属は、並び順でそれぞれ、総

合教育センター、人文学部、人文学部である。

３．2014年度より「二つ以上の異なった立場（見解）

があるときに、双方の観点から物事を考え、意見

を形成することができる」「高知県が抱える課題

とその背景にある構造を理解できる」が追加され

ている。

４．2015年度より高知県教育委員会との高大連携事業

として開講されており、授業には最大12名の高校

１・２年生が参加し、高校生と大学生が一緒に同

じプログラムに取り組んでいる。

５．2015年度より４日間で実施されており、うち１日

は「高知県が抱える課題を考える」がテーマに設

定されている。
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